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帯方郡

邪馬台国と投馬国は架空の国

▼倭の北岸

▼倭国の極南界（海）

倭　国

女王国

奴国含む２１カ国

奴国

不弥国

末蘆国
伊都国

平原遺跡

伊都国を中心とする６カ国
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狗邪韓国

狗邪韓国から対馬国
北端国境「至」千余里

対馬国の長さ８百里

対馬国

対馬国南端国境から
壱岐国北端国境「至」千余里

壱岐国の長さ６百里
壱岐国

狗奴国

壱岐国南端国境から
末蘆国北端国境「到」千余里
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日向峠

本州・四国

末蘆国には「官」が居なく
伊都国の属国で国境無し
末蘆国北端国境から「到」
伊都国（平原遺跡）まで５百里

侏儒国・裸国・歯黒国

不弥国は帯方郡の役人が
訪れていない為国の長さ不詳。
「行」は倭国の国境がこの先を示す。

奴国には帯方郡の役人が
訪れていない為国の長さ不詳。

〇－帯方郡～狗邪韓国（釜山）７千余里
〇－狗邪韓国～対馬国千余里
〇－対馬国～壱岐国南（実際：南東）千余里
〇－壱岐国～末蘆国（呼子）千余里
〇－末蘆国～伊都国（平原遺跡）
　　　東南（実際：東南東）５百里
〇－伊都国から奴国東南百里
〇－伊都国から不弥国東（実際：東北東）百里

〇－女王国より北方に伊都国
〇－女王国より北方は「略載」有
〇－女王国より東方渡海千里で倭種の国
〇－女王国より南方に狗奴国
〇－帯方郡から女王国の国境まで１万２千余里

魏志倭人伝の「倭」の世界観：概念図

〇－魏志倭人伝は帯方郡の役人の行程経路
　　　を示しているのでは無く国境との距離と国
　　　の長さを示すものです。
〇－帯方郡から女王国国境まで１万２千余里は
　　　積み上げたものでなく、その数字ありき、そ
　　　の為、一里の値が場面場面で異なる。
〇－「至」は国境に至。「到」は目的地の都に到着。
〇－国境との距離と国の長さを全て加算すると
　　　１万２千余里は伊都国と奴国の国境（日向峠）に至。
　　　奴国は女王国を構成する２１カ国の中の１つ
　　　ですから、即ち女王国の国境となります。
〇－邪馬台国と女王国は同義ではありません。
〇－「方」は面積では無く国の長さを示す。
〇－倭国王で後の倭王でもある卑弥呼は女王国の
　　　国々（２１カ国）と統属している。
〇－奴国は1カ国しかない。

卑弥呼の墓と推定される平原遺跡１号墳
の棺は東南方向を向き、前面にある高さ
２０ｍの柱を結ぶと延長上には日向峠が
あります。

東南東

東
南

東
南

狗邪韓国は長さ
百里以下の拠点国

東北
東

周旋可５千余里
帯方郡の役人が訪れた事の
ある国々を往復した距離
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